
 熊本県学校事務研究協議会 

                        平成平成平成平成 22225555 年度年度年度年度        第第第第３３３３回回回回    理事会理事会理事会理事会議事録議事録議事録議事録 

                                           平成 25 年 12 月６日(金)  13:30～16:40 

於：水前寺共済会館 スカイルーム 

 

出席者 会長：藤川  事務局長：上田  研究部長：内田 

 理事：藤本（荒玉） 中池（山鹿） 西住（菊池） 原田（阿蘇） 松本（熊本） 

       上野（上益城） 入江（宇城） 前田（八代） 萩永（人球） 松永（水葦） 

    全国大会実行委員会委員長：宮本 

    事務局員：北村（総務） 蒔平・鞭馬（事業） 轟（会計） 北里・内門（情報） 

     

１１１１    開開開開        会会会会 

    

２２２２    会長挨拶会長挨拶会長挨拶会長挨拶 

    

３３３３    経過報告経過報告経過報告経過報告    

 

議長選出（山鹿地区 中池理事）             

    

４４４４    議議議議    事事事事    

 

（１）第（１）第（１）第（１）第 39393939 回熊本県学校事務研究大会の反省と総括について回熊本県学校事務研究大会の反省と総括について回熊本県学校事務研究大会の反省と総括について回熊本県学校事務研究大会の反省と総括について 

     ・基本総括 

   ・全体研究会 

・各分科会の記録及び総括と反省 

・大会当日の業務内容反省 

・役員アンケート集約結果 

・大会参加者アンケート集約結果 

・大会参加者状況、大会会計決算見込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レジュメに沿って説明。以下のとおり確認した。 

・受付準備で慌てることがないように、当日差し込み資料は極力減らし、研究集録へ 

 盛り込むこと。 

・全体研究会ではプレゼンテーションの内容を再度検討すること。 

・分科会運営会議の２回実施は概ね良好であった。 

・参加者減少について、原因の考察をきちんと行うこと。分析結果について理事会に 

  て共通理解をはかること。 

・分科会の会場責任者と分科会責任者の役割分担をより明確にすること。 

・分科会講師及び助言者の駐車場手配を分科会単位で行うこと。 

・参加者は前の席から詰めて座るよう、意識付けを行うこと。 

・大会会計決算については、単年度会計での執行が概ね達成できた。 
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（２）（２）（２）（２）次年度（第次年度（第次年度（第次年度（第 40404040 回大会）について回大会）について回大会）について回大会）について    

・大会期日、使用施設及び使用料等 

・全体研究会 

・分科会発表地区確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「学校事務必携」の作成について（３）「学校事務必携」の作成について（３）「学校事務必携」の作成について（３）「学校事務必携」の作成について    

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）第（４）第（４）第（４）第 47474747 回全事研熊本大会実行委員会報告回全事研熊本大会実行委員会報告回全事研熊本大会実行委員会報告回全事研熊本大会実行委員会報告    

   ・実行委員追加承認について（提案） 

    神保京子（阿蘇）、徳永 治（熊本市）、田中元陽（山鹿） 

・各部会活動報告 

・その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究部長より以下のとおり説明。 

・12 月 20 日までに研究部員にて原稿作成し、１月９日の研究部会にて集約。 

・学校人事課等のチェック後、２月末に発行予定。 

・発行部数については、新年度になってからのニーズもあることから若干多めを予定。 

・新規採用者については贈呈することを確認した。 

レジュメに沿って説明。以下のとおり確認し提案がなされた。 

・期日は平成 26 年 11 月 18 日（火）・19 日（水）。全体会会場は市民会館祟城大学 

 ホール。分科会会場は◆くまもと県民交流館パレアホール及び会議室１◆県立劇場 

 地下会議室◆アークホテル熊本城前の４会場を現在押さえていること。 

・講演については、県教育庁柳田局長へ行政説明を依頼予定。 

・全体研究会については、パネルディスカッション等を考えているが、会員からの要

望があれば理事にて集約し検討すること。（テーマや内容の大枠は研究部長で作成

する） 

・来年度の分科会発表地区は、荒玉 阿蘇 熊本 上益城 宇城 八代 であるが、 

 県大会での発表が負担になっている地区もあるようなので、記念大会であること等

を勘案するとセミナー形式などへ変更も考えられる。 

※このことについて 12月中をめどに地区の会員意見を集約し、１月 17 日に臨時 

 理事会を開催し決定することとした。 

レジュメに沿って説明及び提案 

実行委員の追加については提案のとおり承認した。 

なお、今後必要な実行委員の承認については、理事会まで期間があるときは下記の方

法で承認することとした。 

１．企画委員会にて各部の今後の必要実行委員数を検討する。 

２．実行委員の承認が必要な場合は、各地区理事へメールにて照会し、熊事研会長の

承諾を得る。 

３．理事会にて実行委員長より報告する。 
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（５）機構整備委員会について（５）機構整備委員会について（５）機構整備委員会について（５）機構整備委員会について    

 

 

 

    

    

    

    

    

    

（６）その他懸案事項（６）その他懸案事項（６）その他懸案事項（６）その他懸案事項    

   ・九州各県事務研究会役員研修会の名称変更について 

  

 

 

 

 

 

 

 

  ・一般会計中間報告について 

    

 

    

    

    

議長解任 

次回議長は、菊池地区：西住理事 

    

５５５５    その他の連絡事項その他の連絡事項その他の連絡事項その他の連絡事項    

１ 全事研セミナー派遣者ついて････････････（上益城）御船小 本田さんに決定 

２ 「小・中学校事務職員研修モデルカリキュラム開発」及び「平成 25年度学校マネジメントフ

ォーラム」のテキストについて閲覧希望者は地区理事へ。 

  ３ 事務局員（情報）のホームページ担当として全事研大会実行委員の（山鹿）米野岳小 田中 

    さんに兼務していただく予定。 

４ 今後の日程   

  ○第２回機構整備委員会（藤園中）    １月８日（水）14：00～ 

  ○第５回研究部会            １月９日 (木) 9:00～ 

○教育公務員弘済会助成金交付式（水共） １月 11 日（土）13：00～ 

○臨時理事会              １月 17 日（金）15:00～  

○第３回機構整備委員会（藤園中）    １月 28 日（火）14:00～ 

○第６回研究部会            ２月中旬 

○全事研評議員会（川崎市）       ２月 13 日（木） 

○全事研セミナー（川崎市）       ２月 14 日（金） 

○学校事務必携 No.31 発刊         ２月下旬 

○第４回理事会             ３月上旬 

レジュメに沿って以下のとおり説明、以下のとおり確認した。 

・一般会計については、機関会議増による会場費及び旅費増加等を受け昨年度より支出

増となる見込みであること。 

レジュメに沿って説明。以下のことを確認した。 

・同委員会は今年度３回程度開催し、第４回理事会にて答申をすること。 

・◆総会開催時期◆副会長の選考◆研修部設置の３つの論点について協議すること。 

・第２回平成 26 年１月８日、第３回１月 28日に藤園中で開催予定。 

特別委員会（機構整備委員会）設置に関する細則第６条の規定により、松本康子氏（熊

本市理事）を機構整備委員会委員長に承認した。 

理事会としては「九州地区」を冠した名称への変更について、宮崎県の提案に賛同する

こととした。 

今年度の研修会にて、地区委員長の宮崎県より「九州地区」を名称に冠してはとの提案 

があり、各県にて協議の上、結果を宮崎県へ連絡することとなっていた。 

  


